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会員の皆さまには、郡山信用金庫に対し、ご支援、ご協力を賜り厚く御礼

申し上げます。 

当金庫は、基本理念「共生 そして未来への挑戦」と、4つの経営理念──

「ぐんしんは地域の発展に貢献します」、「ぐんしんはお客様との信頼を大切

にします」、「ぐんしんは働きがいのある職場をつくります」、「ぐんしんは健

全経営に努めます」──を、「地域よし」、「お客様よし」、「働き手よし」、「ぐ

んしんよし」、「未来よし」という考え方に置き換え「五方よし」として体系

化し、その実践を通じて持続可能な地域社会への貢献を目指しております。 

令和 6 年度から新たな中期 3 ヵ年経営計画「ぐんしん『未来を拓く変革へ

の挑戦』3 カ年計画～郡山信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指

して～」がスタートしました。重点施策に「財務基盤の管理・強化」「顧客支

援力の強化」「持続的な人的基盤の確立」「法令等の遵守」を掲げ、地域社会に必要とされる金融機関の実現

に向け取り組んでおります。これらの重点施策は人口減少や少子高齢化による人手不足の深刻化、デジタル

化の加速、多岐にわたる環境変化などに対応し、持続可能な地域社会への貢献と実現に向け取り組むもので

す。 
  

さて、令和 6 年度を振り返りますと世界経済は、台頭する保護主義的な通商政策、特に米国における「ト

ランプ関税」により新たな緊張局面を迎え、世界的な貿易戦争のリスクが国際社会に波紋を広げております。

加えて、中国経済の減速、米国、欧州におけるスタグフレーション懸念、中東情勢の不安定化、終息の見え

ないロシアによるウクライナ侵攻、台湾海峡をめぐる地政学的リスクなど、複合的な国際リスクが重層的に

存在し、世界経済の先行きは更に不透明感を増しております。 

国内経済は、原材料やエネルギー価格の上昇、円安の進行により輸入物価が高止まりし、輸入依存度の高

い産業ではコスト増が収益を圧迫し、企業業績の下押しとなっております。個人消費を見ると賃上げの動き

は続くものの、実質賃金は依然としてマイナス圏で推移し、加えて米価が高騰するなど個人消費は節約志向

が強まる傾向がありコロナ禍からの経済回復に水を差す状況となっております。 

当地経済におきましても、同様の情勢により総じて経済は足踏みしており、先行きは物価上昇による個人

消費への影響や海外経済の動向による影響、雇用・所得の動向に注視する必要があります。 

一方、金融面では、日本銀行が 2024 年 3 月にマイナス金利を解除し、２％物価目標の持続的・安定

的実現が見通せる状況に至ったとして、以降 2 回の政策金利引き上げを実施し、金融政策の正常化に向

けた動きを強めております。「金利ある世界」となり、預金争奪戦による資金調達コストの上昇、為替相

場の変動や金利動向の変化など市場のボラティリティー（価格変動の度合い）が高まっており、金融機関

は新たなリスク管理が求められる局面となっております。 

 

このように経済環境は目まぐるしく変化し世界的視点で今後を見据えた対応が迫られるなか、当金庫は

「地域よし、お客様よし、働き手よし、ぐんしんよし、そして未来よし」＝「五方よし」を実践し、地域社

会・お客様と共に、持続可能な地域社会に貢献し、明るい未来の創造に挑んで参ります。 

会員の皆さまには、引き続き変わらぬご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。 
 

令和 7 年 6 月

 

 

ごあいさつ 

理 事 長  

渡 邉 公 靖 
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「地域よし」とするためには地域のお客様が良くならなければなりません。

すなわち「お客様よし」が必要です。 

地域やお客様を良くするためには、働きがいをもってその使命に従事する働き

手（当金庫職員）が必要です。そのためには働き手の職場環境や生活環境を充

実させなければなりません。すなわち「働き手よし」が必要です。 

それら地域のお客様、働く職員を支えるためには、当金庫が健全でなければな

りません。すなわち「ぐんしんよし」が必要です。 

それら 4 つのよしが、未来の「地域・お客様・働き手・ぐんしん」よしへ

つながる、すなわち地域と共生し「未来よし」に挑戦するという考え方で

す。 

 

 

五方よしの考え方 
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 第１０２期                         令和 7 年３月３１日現在（単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

 

 

貸借対照表 

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）

現金 2,881 預金積金 233,326

預け金 54,626 当座預金 589

買入金銭債権 933 普通預金 126,254

有価証券 69,857 貯蓄預金 462

国債 10,202 通知預金 13

地方債 4,373 定期預金 99,411

社債 31,563 定期積金 4,893

株式 652 その他の預金 1,701

その他の証券 23,065 借用金 3,100

貸出金 114,024 借入金 3,100

割引手形 53 その他負債 326

手形貸付 4,653 未決済為替借 68

証書貸付 106,653 未払費用 118

当座貸越 2,663 給付補塡備金 2

その他資産 1,934 未払法人税 3

未決済為替貸 66 前受収益 40

信金中金出資金 1,256 払戻未済金 26

前払費用 5 資産除去債務 15

未収収益 213 その他の負債 51

その他の資産 392 賞与引当金 99

有形固定資産 2,440 役員賞与引当金 26

建物 301 退職給付引当金 0

土地 1,990 役員退職慰労引当金 85

建設仮勘定 31 睡眠預金払戻損失引当金 18

その他の有形固定資産 116 責任共有制度準備金引当金 34

無形固定資産 77 ポイント費用引当金 24

ソフトウェア 66 債務保証 633

その他の無形固定資産 10 負債の部合計 237,677

繰延税金資産 143 （純資産の部）

債務保証見返 633 出資金 1,262

貸倒引当金 △ 710 普通出資金 1,262

（うち個別貸倒引当金） （△ 533） 利益剰余金 12,455

利益準備金 1,403

その他利益剰余金 11,052

特別積立金 8,900

（本店建替積立金） (800)

当期未処分剰余金 2,152

処分未済持分 △ 12

会員勘定合計 13,705

その他有価証券評価差額金 △ 4,540

純資産の部合計 9,165

資産の部合計 246,842 負債及び純資産の部合計 246,842
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第１０２期 令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日まで                     （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

 

 

損益計算書 

科　　目 金　　額

経常収益 3,431,824

資金運用収益 2,743,842

貸出金利息 1,826,761

預け金利息 150,673

有価証券利息配当金 735,845

その他の受入利息 30,562

役務取引等収益 361,192

受入為替手数料 145,132

その他の役務収益 216,060

その他業務収益 24,470

その他の業務収益 24,470

その他経常収益 302,319

償却債権取立益 62,894

株式等売却益 238,484

その他の経常収益 941

経常費用 2,754,724

資金調達費用 150,685

預金利息 144,489

給付補塡備金繰入額 1,440

借用金利息 4,756

役務取引等費用 324,480

支払為替手数料 27,844

その他の役務費用 296,635

その他業務費用 123,715

国債等債券償還損 120,240

その他の業務費用 3,475

経費 2,126,282

人件費 1,340,835

物件費 704,583

税金 80,863

その他経常費用 29,561

貸倒引当金繰入額 16,624

貸出金償却 17

その他の経常費用 12,919

経常利益 677,100

特別利益 252

固定資産処分益 252

特別損失 242

固定資産処分損 242

税引前当期純利益 677,109

法人税、住民税及び事業税 5,040

法人税等調整額 △ 10,036

法人税等合計 △ 4,995

当期純利益 682,105

繰越金（当期首残高） 1,469,911

当期未処分剰余金 2,152,016
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第１０２期 令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日まで                        （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

以上のとおりご報告いたします。 

令和 7 年 6 月 

 

 

郡山信用金庫 

 

 

以上各項、監査の結果その正確なることを認めます。 

 

 

 

（注）監事のうち、平 雄一は信用金庫法第 32 条第 5 項に定める員外監事であります。 

 

 

 

会計監査人による監査 

当金庫は、信用金庫法第 38 条の２に基づき会計監査人による監査を受けており、監査の結果、適正と

認められております。 

 
 

 

 

 

剰余金処分計算書 

科　　目 金　　額

当期未処分剰余金 2,152,016,394

剰余金処分額 175,009,039

普通出資に対する配当金 25,009,039

特別積立金 150,000,000

繰越金（当期末残高） 1,977,007,355

（年２％）

会　長 理事長 専務理事 常務理事

有 馬 賢 一 渡 邉 公 靖 遠 藤 潤 一 橋 本 優 子

常勤理事 常勤理事 常勤理事

栁 沼 伸 也 佐 藤 広 行 濱 津 秀 也

理　事 理　事 理　事

滝 田 康 雄 齊藤 久之丞 長 尾 正 美

常勤監事 監事（員外） 監　事

青 山 淳 一 平 雄 一 安 藤 智 重

7



 

 

  

 

 

 

 令和 7 年６月１7 日         第１０２期通常総代会を開催し、原案とおり議決されました。 

 報告事項             第１０２期（令和６年度）業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件 

  

 第１号議案            第１０２期（令和６年度）剰余金処分案承認の件 

 第２号議案           定款一部変更の件  

  第 3 号議案           定款第 15 条に基づく会員除名の件 

 第 4 号議案            任期満了に伴う理事 10 名選任の件 

 第 5 号議案           補充に伴う監事 1 名選任の件  

 第６号議案          退任理事及び退任監事に対し退職慰労金贈呈の件 

 

 

令和 6 年 4 月２４日       出資の総口数および出資の総額の変更登記をいたしました。 

 令和 6 年 6 月６日        役員に関する事項の変更登記をいたしました。 

 

 

令和６年４月１日    令和６年度辞令交付式並びに新入職員入庫式 

令和６年５月３０日    総代幹事懇談会 

令和 6 年６月３日～４日     地区別総代懇談会 

令和 6 年６月 8 日～９日     第 71 回福島県信用金庫親善野球大会（しらさわグリーンパーク） 

令和 6 年６月１７日         クリーン作戦 147 名参加 

令和６年 6 月１８日    第 101 期通常総代会 

令和６年７月４日    第 27 回ぐんしん年金友の会連合会親善グラウンドゴルフ大会 

（バーデングラウンド・ゴルフクラブ 124 名参加） 

令和６年８月２日    第 60 回郡山うねめまつり踊り流し 134 名参加 

令和６年８月２１日    環境ワンクリック募金に係る環境基金への寄付受納式 

令和６年１０月１日    令和 6 年度入庫者への本採用辞令交付式 

令和６年１０月１０日     クリーン作戦 138 名参加 

令和６年１０月１６日    令和 7 年度入庫内定者内定式 

令和６年１０月１７日    第 54 回懸賞品付定期預金公開抽選会 

令和６年１１月１９日    第 28 回ぐんしん年金友の会連合会親善グラウンドゴルフ大会 

              （バーデングラウンド・ゴルフクラブ 123 名参加） 

令和７年２月１２日    顧問税理士による確定申告の無料相談会 8 名参加 

令和７年２月１３日    第 55 回懸賞品付定期預金公開抽選会 

令和７年３月６日    第 33 回ぐんしん年金友の会連合会通常総会 

以 上

 

 

庶務の概要 

１．総代会に関する事項 

２．登記に関する事項 

３．その他事項 
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